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手法名 使い方 

親和図法 混沌としている事実を整理し、問題を浮かび上がらせる 

連関図法 絡み合った問題を論理的につないでいって解明する 

系統図法 目的を果たす最適手段を追及する 

マトリックス図法 多次元思考により問題点を明らかにする 

マトリックス・データ解析法 データをマトリックス図に配列し、見通しよく整理する 

アローダイヤグラム法 必要な作業の関連をネットワークで表現し、日程管理する 

ＰＤＰＣ法 望ましい結果に至るプロセスを定める 



親和図法 

親和カード 

言語データ 

言語データ 

言語データ 

言語データ 

言語データ 

言語データ 

親和カード 

親和カード 

事例   PC、スマホ 

信頼性 

起動時間少 

文字変換速い 

画素数大 

耐久性大 

安全性高 

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ 

機能性高 

要求品質 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾘｰ アプリ多い 



連関図 ←原因同士の構造を見る点が 
         特性要因図と異なる 

事例 

根拠理論なし 

評価方法が不適切 

初期故障品を 
除外できていない 

加熱処理 
時間不足 

作業標準が 
死物化 

設計者の理論的 
知識不足 

設計ミス 

使用材料の欠陥 

受入検査体制不備 

生産計画に 
無理がある 

設計者が故障率を 
把握していない 

原材料の欠陥 

初期故障の多発 

問題点 

1次原因 

1次原因 
1次原因 

1次原因 

2次原因 

2次原因 

2次原因 

2次原因 

2次原因 

2次原因 

3次原因 3次原因 

3次原因 3次原因 



系統図法 

目的 手段 

目的 

＝
 

手段 

目的 

＝
 

手段 

1次      2次       3次 

金メダル獲得 筋力ｱｯﾌﾟ 

筋力ｱｯﾌﾟ 
するには 

＝
 

負荷をかける 

負荷運動は？ 

＝
 

階段
登り 

1次      2次       3次 

緊張防止 

ﾒﾝﾀﾙｱｯﾌﾟ 
＝

 
ルーチン 

手段 

目的 

＝
 

手段 

事例 

平常心 音楽 

＝
 



記号 名称 意味 

作業 時間を要する作業 

○ 結合点 作業と作業の区切り 

ダミー 作業の順序を示す 
作業時間ゼロ 

1 

7 6 

4 

5 2 

3 

8 9 10 

部材製造・配送 

試作計画 方法再確認 ﾁｪｯｸｼｰﾄ作成 

設備改造 試運転 

試作 

部材入手 

設備改造依頼 

特性評価 

部材手配 

2 

2 

4 

1 1 1 1 

1 

0 

0 

5 

5 

2 

4 

5 

5 

6 

6 

8 

8 

3 

4 

1 

1 

アローダイアグラム法 

←最早結合点日程 
←最遅結合点日程 

作業日数→ 

作業名→ 

クリティカルパス 
 最も日数がかかる 



マトリックス図法 

不良原因 

材料の流動性 ゲート ガス逃げ 温度 射出速度 射出圧 金型形状 

不
良
内
容 

 

充填不足 ◎ 〇 △ 

フローマーク ◎ 〇 〇 

ウェルドライン 〇 〇 〇 

ボイド（空孔） 〇 △ 〇 

ヒケ 〇 〇 〇 〇 

◎、〇、△を用いて相互関係の強弱を記載 



PDPC法  (Process Decision Program Chart) 

現在の状態 

局面Aにおける戦術 

局面Bにおける戦術 

局面Cにおける戦術 

局面Cにおける戦術 

局面Cにおける戦術 

目標の状態 

新商品開発 

ﾕｰｻﾞﾋﾞﾘﾃｨ調査 

素材検討 

他社情報調査 

試作・評価 

製造装置設計 

製品機能設定 

商品企画 
製法検討 

法規制調査 

コスト検討 



マトリックスデータ解析法 → 多変量解析、主成分分析 


